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はじめに

志木市遺跡調査会

会長細田信良

志木市は埼玉県の南東部に位置し、都心から 25km圏内という距離にあ るため、住宅

建設を始めとする各種開発行為が非常に多い地になっています。

また、市域を流れる柳瀬川・新河岸川に面 した台地縁辺上には、開蔵文化財包蔵地

が少なからず存在しておりますので、こ れを保護する ことが文化財保護行政の急務と

なっています。

包蔵地の一つである西原大塚遺跡は市域最大規模の遺跡ですが、現在、平成 18年度

の完成を目指して土地区画整理事業が行われており、これに伴い住宅建設が増大して

います。

今回、この地に集合住宅建設が計画され、志木市教育委員会では開発当事者と埋蔵

文化財の保存について協議を重ねましたが、計画の変更が不可能という結論に達しま

した。そこで、志木市遺跡調査会が委託を受け発掘調査を実施する こと になりました。

発掘調査の結果、約25，000年前の旧石器時代の石器群や約 1，700年前の古墳時代前期

の住居跡などが発見され、 多 くの成果を得る ことができました。

発掘調査・整理作業及び調査報告書刊行につき ましては、開発当事者の清水文雄氏

に全面的なご理解を賜り、市教育委員会を始めとする関係各位の皆様からは多くのご

協力をいただきました。こ こに、心から感謝申し上げる次第です。

最後に、本書が理蔵文化財の理解と認識を深める とと もに、志木市の歴史を学ぶた

めの一助になれば、幸いに存 じま す。
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1 本書は、 埼玉県志木市幸町四丁目に所在する西原大塚遺跡 (県No.09-007)第110地点の発掘調査報

告書である。

2 本書は、志木市教育委員会の斡旋により、 から志木市遺跡調査会が委託を受け実施した。

3 発掘作業は平成17年 2月7日から 3月10日まで、整理作業は3月25日から 6月28日まで行った。

4 調査地点、の地番及び面積は、 以下のとおりであるO

地番埼玉県志木市幸町四丁目69街区 3~ 6画地

面積 500rrf 

5 発掘調査の担当は、佐々木保俊があたった。

6 本書の作成は志木市遺跡調査会が行い、編集は佐々木保俊があたった。執筆は下記のとおりである。

第1章佐々木保俊

第2章第 1・2節佐々木保俊 第3節遺構内野美津江 遺物宮川幸佳

第3章 (1)佐々木保俊 ( 2 )宮川幸佳

7 本書の挿図版の作成は、 調査参加者全員で行った。

8 出土した遺物および記録類は、志木市教育委員会で保管している 0

9 調査組織

〈役員〉 会長 ‘細田 信良(志木市教育委員会教育長)

勇(志木市教育委員会教育政策部長)(~平成17年 3 月)

茂( 11 ) (平成17年 4 月~)

健吉(志木市文化財保護審議会会長)

園夫 (志木市文化財保護審議会委員)

長次( n ) 

副会長杉山

新井

理事 神山

井上

高橋

高橋 豊( ノ/

内田正子(

理事兼事務局長

大熊 章只(志木市教育委員会生涯学習課長)

/ノ

監事 並木貴子(生涯学習課主任) (~平成17年 3 月)

樺嶋 秀俊 ( 11 ) 

古屋大輔( /ノ ) (平成17年 4 月~)

〈事務局〉 金子 雅佳(生涯学習課主幹) (~平成17年 3 月)

醍醐 一正( n ) (平成17年 4 月~)

佐々木保俊 (生涯学習課主査)

今野美香 ( 11 ) 

尾形則敏 (生涯学習課主任)

倉部恵子( 11 ) 

高野 雅也 ( n ) (平成 1 7年 4 月~)



10 発掘調査および整理作業参加者

調査員

内野美津江 ・深井恵子

発掘調査および整理作業協 }J員

朝香輝郎・阿部公子・ 岸田 純一・ 高杉朝子 ・塚田和枝・ 土屋富子・

永井 貞理 ・成田しのぶ ・二階堂美知子 ・松崎陽子・ 宮川 幸佳 ・矢野 恵子  

11 発掘調査および出土品整理作業・ 発掘調査報告書作成にあたっ ては、以下の諸機関 ・諸氏にご教示 ・

ご援助を賜った。記 して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局生涯学習部生涯学宵文化財課・ 埼玉県立博物館 ・埼玉県立歴史資料館

埼玉県立さき たま資料館・ 埼玉県立埋蔵文化財セン ター ・ (剛 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

志木市教育委員会 ・志木市文化財保護審議会・ 志木市立郷土資料館

志木市西原特定土地区由整理組合

会田 明・浅野信英・ 浅野晴樹 ・荒井幹夫 ・飯田充晴 ・市毛 勲 ・稲村 繁

井上 尚明・今井 尭 ・上田 寛 ・上 村 安 生 ・碓井 三子 ・梅沢太久夫 ・江原 I1国

大坪宣雄・大谷 徹・ 岡本 東= ・織笠明子 ・書上元博 ・柿沼幹夫 ・加藤 秀之

加藤 緑・ 金子 直行・川崎 志乃・隈本健介・栗島義明 ・栗原和彦 ・栗原文蔵

小出輝雄・肥沼正和・ 小久保徹・ 小宮恒雄 ・粛藤 欣延 ・笹 森 健 一 ・佐藤康二

塩野 博・斯波 治 ・白石 浩之 ・新名 強 ・実川順一・ 杉本 靖子 ・鈴木一郎

鈴木加津子 ・鈴木敏弘 ・鈴木 正博 ・田代 隆・ 田中 英司 ・坪田幹男 ・照林敏郎

中島岐視生 ・中島 宏・ 中村 倉司 ・中山清隆 ・並木 隆 ・根元 立青・野沢 均

野代幸和 ・早川 泉 ・早坂贋人 ・原 雅信・ 贋田吉士郎 ・福田 聖 ・堀 善之

松本富雄 ・松本 完・ =田光明 ・矢口孝悦 ・柳井 彰宏 ・柳田 敏司・山村貴輝

領塚 正浩・若井千佳子 ・和田晋治 ・渡辺 誠

凡 例 

1 本書の遺構・遺物の挿図版の指示は、 以下のとお りである。 

0遺構の略記号は、以下の とおりである。 

y=弥生時代後期~古墳時代前期の住居跡 D=土坑  Sニ集石  

0遺構・ 遺物の挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。 

0遺物写真図版の縮尺は、任意とした。 

O遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。ま た、ピッ卜 ・掘 り込み中の数値は床面若しくは

確認面からの深さを、凸堤上の数値は床面からの高さを示し、単位は cmである 0 

0遺構挿図版中の遺物出土位置の番号は、 遺物挿図版中の遺物番号と一致する。 

2 本書の住居跡の記述の中で使用し た主軸とは、炉跡と入口(推定) を結んだ線をいう O 

3 遺構の土層説明や土器の記述の中で用いた色彩の表示方法は『新版 標準土色帖 1999年版』農林

水産省農林水産技術会議事務局監修 ・財団法人日本色彩研究所色票監修によった。
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第 1章発掘調査の概要

( 1 )調査に至る経過

平成16年11月、 個 人 から志木市教育委員会(以下、教育委員会)に志木市幸町四丁目69街区3

~6 由l地内に共同住宅を建設するにあたり、 計画地内における埋蔵文化財の有無及びその取扱い につ い

て照会があった。

教育委員会では、該当地が周知の埋蔵文化財包蔵地である西原大塚遺跡内にあるため、当該計画が埋

蔵文化財lこ影響を与える場合には何らかの保存措置を講じなければならないこと。また、そのために埋

蔵文化財の有無と取扱いを図るために確認調査を実施する必要がある旨の回答をした。

その後、 個 人 から埋蔵文化財確認調査依頼書が提出されたため教育委員会ではこれを受理し、

12月7・8日の両日 に確認調査を実胞し、 共同住宅建設予定部分に弥生時代後期~古墳時代前期の住居

跡と思われる遺構3基を確認した。

この結果に基っき、教育委員会では 個人 と埋蔵文化財の保存方法について協議したが、建設計

画の変更が不可能であるという結論に達し、埋蔵文化財に影響を与える共同住宅建築部分の保存措置と

して発掘調査による記録保存を実施するこ とに決定した。

その後、 個人 から埋蔵文化財発掘届が提出されたため、教育委員会では発掘調査にあたる組織とし

第2図 周辺のj由形と調査地点 (1/5000)



て志木市遺跡調査会 (以下、遺跡調査会)を斡旋、遺跡調査会ではこれを受け平成17年 1月11日に埋蔵

文化財発掘調査業務委託契約を締結、 2月 7日から発掘調査を開始した。 

(2 )遺跡の位置と環境

市域の地形の概要

志木市は埼玉県の南東部に位置し、市の南西は朝震市 ・新座市と接し、北東は荒川によ ってさいたま

市と、北西は柳瀬川によって富士見市と画される。市の規模は東西4.73krn・南北4.71krn・面積9.06krrlを

測る。 

によって形成された低地、 南西部は武蔵野台地の野火止台にあたる。 より詳 しくみると、市の北西部を

流れる柳瀬川は流末で90度近 く東方に流れを変へ、新河岸川に合流するO

武蔵野台地は古多摩川の扇状地といわれ、標高100mを測る青梅市付近を扇頂にして西か ら東に向け

て大きく広がる。志木市の台地部分は、武蔵野台地の北東端部にあたり、北東に向けて緩やかに傾斜し、

南西奥部の新座市との境付近で、標高約19m、先端で 9m前後をmlJる。また、朝霞市との境には南西方向

に小さな谷が入り込むため、市域の台地部分は大きな舌状を呈しているO

荒川が形成した低地は、市域では上流部で標高約 6m、下流部で約 5mとあまり比高差はないが、部

分的に自然堤防がみられ、僅かな起伏が認められる O

市域の遺跡の概要

と新河岸川を臨む台地上の縁辺部に集中する。 11市域の埋蔵文化財包蔵地は、主に柳瀬)
にLはらおおつか あらや Lき

柳瀬川流域には上流か ら、 西原大塚遺跡、新邸遺跡(縄文時代前期、古墳時代前期、 中 ・近世)、中

道遺跡(旧石器時代、縄文時代中期、古墳時代中 ・後期、奈良 ・平安時代、中 ・近世)、城山遺跡、(旧

石器時代、縄文時代草創 ・前 ・中期、弥生時代後期、古墳時代前 ・中 ・後期、 奈良 ・平安時代、中 ・近

世)、中野遺跡 (1日石器時代、縄文時代中期、弥生時代後期、古墳時代中 ・後期、奈良 ・平安時代、中・

近世)。柳瀬川と新河岸川の合流する付近に市場裏遺跡(弥生時代後期)。新河岸川流域には因子山遺跡

(縄文時代草創 ・中 ・後 ・晩期、 弥生時代後期、古墳時代前 ・後期、奈良 ・平安時代、 近代)、富士前遺

跡(弥生時代後期、古墳時代前期)。 また、朝霞市との境にある谷の奥部には大原
おおはら

遺跡(近世)がある。 
Lゆく D ょう ご

荒川低地には現在、宿遺跡(近世)、馬
ぱん

場
ぱ

遺跡 (古墳時代前期)、関根
せきね

兵庫館跡(近世)があ るが、自

然堤防上には未発見の遺跡、がある可能性も残されている O

遺跡の立地と環境

西原大塚遺跡は、 市の南端に位置する面積約163000m'の市域最大規模の集落跡であ るO.

遺跡は柳瀬川を北西に臨む台地上にあり 、 標高は14~16mで'~t西方向に徐々 に傾斜 している が、 概ね

平坦である。台地下の柳瀬川に開析された低地は約 8mを測る O 崖下には小規模な湧水地が認められる

が、 2ヵ所は比較的規模が大きくその部分がえぐれているため崖線は凹凸をなす。

遺跡を載せる台地上には畑地を多く残しているが、現在、土地区画整理事業が進行中であり 、それに

伴い住宅建設の件数が激増 していて、埋蔵文化財に対する影響が危慎されているO

本遺跡、の最初の発掘調査は昭和48年に行われ、それ以降、教育委員会 ・志木市史編さん室 ・追跡調査

一 2 

) 11旧入間)( 11 市域の地形は、市の中央部を南東流する新河岸川によ って大略二分され、北東部は荒) 



会が発掘調査を行っていて、旧石器時代、縄文時代早~晩期、弥生時代後期、古墳時代前・後期、奈良 ・

平安時代、中 ・近世の集落遺跡であることが知られてきている。� 

(3 )発掘調査の経過

発掘調査は平成17年� 2月7日から開始 した。 パックホーでの表土掘削後、遺構確認作業を行った結

果、弥生時代後期~古墳時代前期の所産と思われる� 7軒の住居跡の他、土坑 ・集石各� 1基を検出した。� 

9日からは33・518・519号住居跡、495号土坑の調査を開始する o 33号住居跡は平成� 1年度に一部調

査 したものであった。� 

10日には517号住居跡の調査を開始する。33・519号住居跡の土層図の作成、� 495号土坑の土層図 ・平

面図 ・断面図の作成 ・写真撮影を行う� また、24号集石の調査を行い、平面図の作成と写真撮影を行う。O

14日には515・520号住居跡の調査を開始する。� 33・519号住居跡の平面図 ・断面図の作成とレベリン

グ、517号住居跡の土層図作成を行う。24号集石の磯出土状態の図面作成を続行する。� 

15日には518号住居跡の士層図の作成、� 24号集石の図面作成を続ける。� 

17日には33・518号住居跡の写真撮影、517号住居跡の遺物出土状態の写真撮影・ 実測を行う� O 

18日には517・518号住居跡の写真撮影と平面図 ・断面図の作成、レベリ ング、520号住居跡の土層図

作成を行う。� 

21日には512号住居跡の調査を開始する o 515号住居跡の土層図作成、� 520号住居跡の写真撮影、平面� 

」
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2 
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図・断面図作成とレベリングを行う。� 

22日には� 515号住居跡の覆土堆積状態及び遺物出土状態の写真撮影を行う。� 

23日には515号住居跡の平白� j図作成、� 512号住居跡の土層図 ・平岡図・断面阿の作成及びレベリング、

写真撮影を行う。 また、� 520号住居跡の覆土中から旧石器時代のものと思われる黒曜石製のま� IJ片が出土

したため、住居跡南側に該期の遺構 ・遺物確認のためのグリッド(� 2 x2 m) を設定し探査した結果、

武蔵野台地IV層及びVI層から遺物を検出した。� 

24日には515号住居跡の写真撮影、平面図 ・断面図の作成、 レペ リングを行う� また、町層中の遺構・O

遺物探査のためグリッドを拡張し調査した とこ ろ、黒曜石を中心とする小型の剥片などが出士、� 13号石

器集中地点とした。� 

25・28日には� 13号石器集中地点の精査を行う� O 

3月� 1日には� 13号石器集中地点の精査を続行する。また、� VI層中の遺構・遺物探査のためにグリッド

を拡張し調査を行ったところ遺物を検出、� 14号石器集中地点とした。� 

2日には13号石器集中地点の遺物出土状態の写真撮影 ・実測を行い、遺物の取り上げを始める。� 14号

石器集中地点からの造物の出土は少ない。� 

3日には14号石器集中地点の調査区南隅に礁の出土があったため、調査範圃を広げ精査を行う� また、O

基本土属図を作成し写真撮影を行う� O 

7日には14号石器集中地点の写真撮影・ 実測、造物の取り上げを行い実質的な調査を終了した。なお、

埋め戻し は� 9・10日に行った。� 

4 ~ 



第 2章 検出された遺構と遺物

第� 1節 旧石器時代の遺構と遺物� 

13号石器集中地点(第� 4図)


〔位置](B.C-3)G。


もの もある O

ナイフ形石器(1)

O

400cm JOOcm〔構造〕遺物は東西� ・南北� の範囲に分布するが、北側に撹乱が入って破壊されているため、

その方向に拡大する可能性が大き� 、。石器は牒集中部分の東側に分布密度が高い傾向にあ ることがよみL

45cm E IVとれ、垂直分布は� 前後の幅をもち 層から 層にかけて出土するがlV層中位から下位にかけて集中

する。礁は拳大を超える ものは接して検出され、町層下位に認められるO 

13 5 6号石器集中地点、出土遺物(第 ・ 図)

1 2 23 74 13ナイフ形石器� 点 ・石核� 点・まIj片 点 ・砕片� 点 ・蝶 (接合後) 点が出土 した。石器の石材と し

92 6 1 1ては、黒曜石が� 点 ・安山岩� 点 ・桂岩� 点 ・凝灰岩� 点、がみられた。礁は被熱していて破損している

縦長剥片の打両側を石器の先端にする� 正面図右側縁は打面の切り取りと刃潰 しにより全縁が調整さ

れ、左側縁は下位に刃潰し加工が施されるこ側縁加工のナイフ形石器であ る� 刃部には刃こぼれが認めO

.. 
.・.
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注記番号 石器形式 石材 長さ(cm) 幅(叩〕 厚吉� (cm) 重さ� (g) 接合 ・同母 ・備考 出土層位 図版番号� 

N ill0U13-1 ナイフ型石器 黒曜石 .73 1.6 0.6 2.9 男、A 町層上部� l 

2 剥J)t 黒同日石� 1.2 .'RB 凹層上部� 

3 剥l片 安山特� 1.1 安� A 血層� l一部� 

4 砕片 黒曜6 .30 黒B 皿層下部� 

5 ，jllJ片 烈H産石� 1.7 2.6 1.2 4.5 黒� B lVl¥l:西上部� 5 

6 砕片 安山岩 .60 安� A W層上部� 

7 砕片 黒曜石� 0.1 黒� B 皿層下音I~ 

8 臣車 礁計測表� 

9 新l片 黒l壊石� 1.4 3.4 0.4 1.9 黒� B lVl主iI:-部� 8 

砕片 安山岩� 0.3 安A 1V層下部� 

11 ，]UJ片 黒曜石� 0.4 黒� B 即庖'上自if~ 

12 砕片 黒曜石� 0.3 黒� B 血層上部� 

13 剥l片 黒曜石� 1.9 3 0.9 2.9 黒� B 皿層下目il 2 

14 華IJ片 黒町):(i 6. 7 黒� B IV居・ヒ部� 4 

15 表IJ片 黒曜石� 1.5 2.4 0.7 2 黒� B W層ド部� 9 

16 砕!午 黒H在七� 0.9 1.，HB JV層上部� 

17 砕片 黒 ~fIl石 0.2 黒� B W層上部� 

18 砕片 黒曜石� 0.2 黒B 即層上部� 

19 fi'l'片 黒日韓!石� 0.2 黒� B llll雪上部

砕片 黒曜石� 0.1 黒� B 聞層上部� 

21 磯 日韓計測表� 

22 最IJ片 号、EE:石� 2. 1 3.2 1.1 4.7 '.f{B 1Il層下部� 6 

23 砕片� j具眼石� 0.2 黒� B lV層上部 

24 t業 世襲計iJlIJ表 

25 Ml:)t 男H躍'[i 0.7 黒� B lV層上部� 

26 砕片� m、畷石� 0.3 黒� B W層上部� 

27 砕片 黒H船石� 0.4 F旦A? 困層上部� 

28 民草 位農計担IJ表� 

29 砕片 黒曜石� 0.1 黒� D lV層上部

庫署 民事計調IJ表� 

31 世襲 記事計測表� 

32 俳片 事~~重石 0.7 黒� B 血層下部� 

33 砕片 黒曜石� 0. 1 J黒B lV層上部� 

34 砕片 黒曜石� 0.4 黒� B W層下町〉� 

35 砕片 黒ll1i!石 0.1 黒� B W層上部� 

36 剥片 佳岩� 1.6 W層上部� 

37 砕片 黒日程右� 0.3 黒� B 血層上古H¥ 

38 E事 世襲計mlJ表� 

39 量IJ片 黒曜石� 3 2.9 1.7 122 . 黒� B 町層上部� 3 

砕片 黒曜石� 0.5 黒� B W層下部� 

41 砕片 黒曜石 .30 黒� B 

42 砕片 黒曜石� 0.3 B N層上高官� 

43 石核 黒昭石� 35 . 3.8 1.5 22.9 J黒B W層下部� 12 

44 砕片 黒曜石 .10 黒� D W層下部� 

45 片11華 黒曜石 黒� C W層上部� 

46 砕片 黒曜石� 0.1 黒� B W層上部� 

47 砕片 黒耀七 .10 黒� B 町周下部� 

48 砕片 黒曜石� 0. 1 黒� B m層上部� 

49 華IJ片 黒E程石� 1.6 黒� C lV層上部

砕片 安山岩� 0. 3 安� A 困層下部� 

51 砕片 黒曜石� 0.1 黒� B 皿層下部� 

52 砕片 黒曜石� 0.2 黒C lV l~上部 

53 砕片 黒曜石� 0.1 黒� B lV屑下部� 

54 剥l片 黒曜石� 2 1.4 0.7 1.5 黒� B lVl汚下部� 7 

55 砕片 黒曜石� 0.6 黒� B W層下部

表� 1 13号石器集中地点石器計測表� l 

9 
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注記番号 石器形式 石材 長さ(叩) 幅〔叩) 厚さ(叩) 重さ� (g) 接合 ・同母 ・備考 出土層位 図版番号� 

56 砕片 黒曜石� 黒 B IV侶下部� .4

。
0

57 砕片 黒曜石 l 黒 B IV麿下部 
  

58 剥片 黒曜石� 0.8 黒 B W層下部
 

59 砕片 黒曜石� 0.6 黒 B IV層下部 


。60 砕片 安山岩 l 安B IV層下部� 

層上部B W黒.40黒曜石砕片61 

62 砕片 黒曜石� 0.3 黒� B IVr習上部
 

63 砕片 黒曜石� 0.6 ，~lf\ B W層上部
 

64 砕片 黒曜石� 0.1 黒 B W層下部 
  

65 剥片 黒曜石� 1.6 2.6 0.4 1.1 黒 B 国層 上部
 

66 砕片 黒曜石� 0.2 黒 B ml
啓上部
 

67 砕片 黒曜石� 0.2 !J~ B IV層上部
 

68 砕片 黒曝石� 0.2 黒 B lV晋上部
l


69 砕片 黒曜石� 0.3 黒 B 血層下部 
  

70 砕片 黒曜石� 0.3 黒 B W庖下部 
  

71 砕片 黒曜石 黒 B lV層上部 
  。]
72 砕片 黒曜石� 0.1 黒 B W層下部� 

夕、� W層上部 
  

74 砕片 黒曜石� 0.1 黒 B 皿層下部
 

75 和j片 黒si'!1石 11 黒 B W居上部
 

76 砕片 黒曜石� 0.2 ~ B 町層上部 
  

B .10黒曜石砕片73 

層上部B IV票、� .10黒日曜右砕片77 


層上部B W黒� .20黒曜石砕片78 


層上部B IV黒� .10黒曜石砕片79 


80 剥片 黒曜石� 1.2 黒D 皿暦下部
 

81 剥片 黒曜石� 1.4 黒 B W層上部
 

82 砕片 黒曜石� 0.1 m、B W層上部 


。83 砕片 黒曜石 l 黒 B W層上部 
  

84 欠番
 

居下部B W黒.40黒曜石砕片85 

86 剥l片 黒曜石� 黒 C W層上部

。
1 

87 砕片 黒曜石 l 黒B W庖下部� 

層下部B W黒� .10黒曜石砕片88 

89 砕片 凝灰岩� 0.6 1V府下部 
  

90 砕片 黒曜石� 0.3 黒B IV層上部 
  

下部i麿B W黒� .10黒曜石砕片91 

92 砕片 黒日曜，[j� 0.1 黒 B IV屑よ部 
  

93 砕片 黒曜石� 0.1 夕、B W層下部 
  

層下部B 1V思� .1 b 0黒曜砕片94 


屑下部B W黒� .10黒曜石砕片95 


96 砕片 安山宮� 0.1 安A W屑下部 
  

97 隊 Jli
機計i/表
 

98 砕片 黒曜石� 男B W層下部
、� .50

99 景1/片 黒曜石� 0.9 黒 B 町層下部� 

100 砕片 黒曜石� 0.1 黒 B W層下部� 

101 砕片 黒限石� 0.3 黒 B IV層下部� 

102 砕片 黒曜石� 0.2 黒� B W層上部� 

103 砕片 黒日程石

。
。]

.40

1

黒B W層下部� 

~、 B 町!白下部� 

黒D 町層上部� 

104 砕片 黒曜石

105 砕片 黒曜石

106 砕片 黒曜石� 0.1 黒B W居下部� 

層下部B W安90.安山岩片11景107 

108 石抜 黒曜石� 150 黒� B W開下部� 11 

109 欠番� 

110 剥片 害、磁石 黒B 町層下部

表 2 13号石器集中地点石器計測表� 2 
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注記番号 石器形式 石材 長さ� (cm) 幅(cm) 厚さ(叩) 重 さ� (g) 接合 ・備考 出土層位 図版番号� i 
Nil l0U13 ① 佐軽 砂宕� 5.8 6.8 2.2 110 赤イヒ ・破f員� W屈下部� 

② E聖 砂岩� 4.6 10.1 2.2 120 赤化 ・破損� W層上部� 

③ 世襲 砂岩� 6.4 .69 .53 240 ④と接合・赤化� W層上官官� 

④ 機 砂岩� 6.4 .69 3.5 90 ③と接合 ・赤化� IV層下部� 

⑤ 日禦 砂岩� 10 .2 173 . 6.5 1290 日と接合 ・赤化� W層下部� 

⑥ 磯 桂岩� 4.5 17.3 4.8 270 赤化� W層上部� 

⑦ 信事 砂岩� 9.8 105 . .79 660 ⑨と� 28と接合 ・赤化� W層下部� 

⑧ E事 li:T岩 5.5 .29 3.7 260 赤化� W図上部� 

⑨ 監事 砂岩� 9.8 10己� 9.7 840 ⑦と� 28と接合 ・赤化� W麿下部� 

⑩ 機 砂岩� 1.7 3.1 1.3 6.7 赤化 ・破損� N層下部� 

⑪ 陸襲 砂岩� 4.9 7.2 .54 260 赤化� W層下部� 

⑫ E撃 砂岩� 6.1 7.9 3.6 250 赤化� W層上部� 

8 B整 砂岩� 10.2 17.3 6.5 30.3 ⑤と接合 ・赤化� W層上部� 

21 障壁 砧岩� 3.8 5.7 2.5 51.4 38と接合 ・赤化� W図上部� 

24 佐軽 桂岩� 2.8 1.7 0.7 4.5 赤化 ・破損 町層上部� 

28 磯 砂岩� 9.8 10.5 9.7 30.1 ⑦と� ⑨と接合 ・赤化� W層上部� 

30 磯 娃岩� 4.7 5.8 2.6 19.3 31と97と篠合 ・赤化� W層上部� 

31 際� E主岩 .74 5.9 2.6 18. 1 30と97と接合 ・赤化 皿層下部� 

38 磯 碇岩� 3.8 .75 .52 8.2 21と接合� IV層上部� 

97 機 桂岩� 4.7 2.6 .85 赤化� と接合 ・� 31と30 .453 W居下部

ラ. 

表� 3 13号石器集中地点機計視� Ij表 (接合資料は接合後の計測値〕� 
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画面画面画面画ーーiiI

第10図� 14号石器集中地点出土造物� 30/ 1) 

られる。透明度の比較的高い黒曜石製。


石核� 01・12)
 

ともに不純物を多く含む漆黒の黒曜石製で同母岩である� o 12は11からの剥片を利用したものであろう

か。幅広 ・寸づまり の剥片が剥取されている。� 

11は三角柱状のそれぞれの面を打面として剥離を行っ ている� O 

12は平坦な打面から剥離を行っている。剥取された剥片は不定形なものであっ たようだ。

剥片� ( 2 ~10) 

縦長(3・4)の剥片もあるが、 大部分は幅広ない しは寸づまりで、不定形の小型のものである� o 2は

使用痕のある剥片。正面図右側縁から先端にかけて微細な刃こぼれが認め られる� すべて不純物を含むO

漆黒の黒曜石製で、石核と同母岩の可能性が大きい。� 

14号石器集中地点(第� 7図)


〔位置J(C-3) G o 


〔構造〕遺物は東西� 550cm・南� jヒ350cmの範囲に散漫な状態で分布する。垂直分布は� 40cm前後の幅をもち、� 

V層からVI層上半にかけて遺物の出土がみ られるが、� VI層上位に集中する傾向がある� O 

14号石器集中地点出土遺物(第� 8 ~ 1 0図)

石核� 1点 ・剥片� 12点 ・砕片� 5点・磯13点が出土した。石器の石材と しては黒曜石� 7点・安山岩� 4点 ・

旺岩� 5点・頁岩� l点・黒色頁岩� 1点からなる。 醗は被熱しているものが多い。

一 14 ~ 



注記番号 石器形式 石材 長さ� (cm) 市首(cm) 厚さ� (cm) 重さ(g ) 桜合 ・前l母 ・備考 出土居位 図版番号� 

NillOU 14-1 砕)J， 黒曜石� 0.1 黒� B W屑上部� 

2 砕片 黒曜石 .10 黒� B vl層上部� 

3 砕片 安山岩 .30 安A V麿下部� 

4 ~l l l片 安山岩� 6 3.3 1.6 25.1 安A vl層上部� 6 

5 剥片 桂岩� 2.8 .12 5.8 桂A vl層上部� 4 

6 *11片� E主岩� 18.4 磁� B、10と接合� vl層下部� 9 

7 剥l片 男、曜石� 4.5 1.2 07 . .74 黒� B V層下部� 2 

8 剥|片 佳宕� 3.3 3.8 1 .310 佐� A V層上部� 8 

9 砕片 黒曜石 .30 黒� B V層下部� 

10 剥Jri 安山岩� 2.4 .63 1 6.9 安A 羽柄上部� 7 

11 民監 フォノレンブェノレス .16 破f員� vl層上部� 

12 J;IJ片 経岩� 1.5 桂� B、9と接合 羽屑上苦Il� 10 

13 石十全 頁宕� 5 4.6 2.6 65.1 羽層� F部� 11 

14 剥片 黒曜石� 4.6 1 .60 .32 黒� B V層上部� 3 

15 際 砂岩� 60.6 V層下部� 

16 i穣 砂宮� 78.6 赤化 羽屑下部� 

17 際 砂岩� 47.9 赤化�  V層下部� 

18 機 桂岩� 70 VJ荷下部� 

19 磯 砂岩� 200 赤イヒ� V層下部� 

20 磯 砂宮� 180 W層上部� 

21 陸撃 E査宕� 13.5 V層上部� 

22 来11片 黒、色貞宕� 7.3 .54 .32 50 羽層上部� 5 

23 E書 砂岩� 1470 vl層上部� 

24 E撃 砂岩� 120 赤化� vl層上部� 

25 E車 砂岩� 16.5 破慣� V層下部� 

26 景Ij片 安山右� 10.7 安A mJ習下部� 

27 刊l片 黒曜石� 5.2 .12 日8 .59 黒A Vl!l'i上部� 1 

28 傑 砂岩� 140 羽屑上部� 

29 砕片 黒曜石� 0.1 黒� B 旧暦下部� 

30 民襲 砂岩� 100 赤化�  V麿上部� 

31 圭IJ片� li1岩� 3.5 磁A vl層上部

表� 4 14号石器集中地点石器 ・磯計決IJ値

石核(11)

一部に蝶面を残す分厚い剥片を使用。作業面と打面を入れ替えるような剥片剥離を行っている。頁岩

製。

二次加工のある剥片(4・8) 

4は幅広の剥片で、正面図左側縁に調整が加え られる。� 8は縦長の剥片で、 正面図上側縁に調整が加

えられるO とも に桂岩製。

剥片� c1~ 3・� 5 ~ 7・� 9・10) 

1 ~ 3は石刃状の縦長剥片。� 2・3は使用痕のある剥片で、部分的に微細な刃こぼれが認め られる。� 

lは漆黒の黒曜石。� 2・3は透明感のあ る黒曜石。� 

5・6は縦長、� 7は不定形の剥片である。� 9• 10は幅広の剥片が接合 したもの。� 5は黒色頁岩、� 6・� 

7は安山岩で同母岩、� 9• 10は珪岩であ る。� 
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第� 2節 縄文時代の遺構と遺物

495号土坑(第11図)

〔位置J(C-2)G。

〔構造J(平面形)隅丸長方形。 (規模)105 x95cm・深さ� 20cm前後を測り、断I師形は椀状を呈する。(長

軸方位)� N -40o-Wo 

〔覆土〕堆積状態が不整合で、 埋め戻された可能性がある。� 

1層耕作土。� 

2層 黒褐色土� (10YR3/2)。ロ ーム粒子を多く 含む。黒色粒子を含む。焼士粒子 ・炭化物粒子を僅

かに含む。硬質。
 

3層 にぶい黄褐色土� C10YR4/3)。ロー ムブロック 。硬質。
 

4層 褐色土(10YR4/4)。 ローム粒子を多 く含む。炭化物粒子を僅かに含む。硬質、粘性あり
 O

〔遺物〕覆土中から土器小片� 3点が出土し た。 図示できた遺物は� l点のみである。

〔時期〕縄文時代中期。� 

495号土坑出土遺物� (第12図)

竹管状施文具によ る押 し引き文を� 3条巡らせ、以下、押 し引き文をやや斜位に多状に施すO 色調は赤

褐色� (5YR4/6)を呈し、胎土中には細離を僅かに含む。� 

24号集石(第11図)


〔位置J(C-3) G o 


〔構造J(平面形)不整長方形。(規模)88 x 78cm・深さ� 20cm前後で断面形が斑状の掘り込みをもっO


(長軸方位) N -350 -Wo (磯)さほど焼けた痕跡はなく、坑内にむらなく充満する
O 

A ....L!60
I¥ 
旬、ふ

A...!!偽� 

、加越冬
日
国画面画面届

1m 

第11図� 495号土坑 ・24号集石� 0/30)

撃号日� 
5 cm 

第12図� 495号士坑出土造物� 0/3) 

16-



(覆土〕黒色土 (7.5YR2/2)。焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。
 

(遺物〕土器などの遺物の出土はなかった。


〔時期〕縄文時代か。


第 3節 弥生時代後期後半~古墳時代前期前半の遺構と遺物 

33号住居跡(第13図)


〔位置](D -4)G
o

(構造)平成 1年度に一部調査。北側は根切り溝により破壊されている。(平面形)隅丸長方形。(規模)

不明 x625cmo (主軸方位) N-40o- E o (壁高) 5 ~40cmを測り、 700 前後の角度で立ち上がる。 (床

面)北東側に硬化面が認め られた。 (炉跡〕住居中央か ら北東に偏って位置するo 65x 55cmの楕円形を

呈する地床炉で、 深さ 5cm程度の掘り込みをもっO 炉床の赤化も僅かで短期間の使用が考えられる。

(柱穴)主柱穴は 4本になると思われ、北コーナーに l本検出された。他は撹乱中か。(貯蔵穴)南コー

ナー に位置する。 径45cmの略円形を呈 し、深さ 27cmを損IJる。

〔覆土〕堆積状態が不整合で、 埋め戻された可能性がある O 北コーナ一部に小砂利を含む暗赤褐色土が

堆積するO 

l層 耕作土 

2層 明褐色土。 ローム粒子を含む 

3層 明褐色土。 ローム粒子 ・黒色粒子を含む 

4層 黒色土。 ローム粒子を僅かに含む 

5層 明褐色土。ロ ーム粒子を含む 

6層 明褐色土。 ローム粒子を含む 

7層 黒色土。ローム粒子を僅かに含む 

8層 暗褐色土。ロ ーム粒子を僅かに含む 

9層 暗黄褐色土。 ローム粒子を多く含む 

10層 暗赤褐色士。小砂利を含む。 

11層 明褐色土。 ローム粒子を多く含む


〔造物〕 住居北東側から僅かに出土 した。


〔時期〕弥生時代後期後半~古墳時代前期前半。
 

33号住居跡出土遺物(第14・15図)


壷形土器 c1~ 5) 


1は頚部破片。外面は縦方向、 内面は横方向にへラ ミガキされるが、消 しきれないハケ目痕がみられ

るO 外面頭部下端には円形浮文が施さ れる。内外面共に赤彩される O 色調は樺色 (5YR7/6)、赤彩部

が赤褐色  (5YR4/6)を呈するO 胎土に は粗砂・白色粒子・輝石を含むがきめ細かく堅織である。覆土

中からの出土であるO 

2は肩部破片。外面には Z字状結節文で区画された、LRの単節縄文が施されるO 縄文帯以外はへラ

ミガキ され、赤彩される O 内面は剥離が激し く不明瞭。色調 は檀色  (5YR6/6)、赤彩部は赤褐色  

(5YR4/6)を呈するO 胎士には粗砂 ・白色粒子 ・輝石を含む。 覆土中から出土 した。 

17 




3・4は頭部か ら肩部にかけての破片。� 3は肩部外面lこLR単節の端末結節縄文が施され、 仁端には

円形浮文の痕が残る。内面はへラナデされるが、輪積痕が明瞭に残る。色調は樫色� (7.5YR7/6)を呈

する� 胎土には細牒 ・粗砂 ・白色粒子 ・輝石を含む。� 4は外面lこLR単節の端末結節縄文が� 2段に施さO

れ、� l段目の縄文帯の中には円形浮文が施される� 縄文帯以外はへラミ ガキされ赤彩される� 内面は剥O O

離が激 しい。 色調は櫨色� (5YR6/6)、赤彩部はにぶい赤褐色� (2.5YR4/4)を呈する。胎土には粗砂 ・

樺色粒子・輝石・角閃石を含む。いずれ も覆土中より出土した。� 

5は広口壷の口縁部破片か。 口唇部はヨコナデ、内外面はへラナデされるがハケ 目痕が残る� 内面にO

は黒斑がみられる。色調は樟色� (7.5YR6/6)、黒斑部は褐灰色� (7.5YR4/Dを呈する。胎土には祖砂・

赤褐色粒子を含む。 覆土中より 出土した。� 

6は頚部破片。頚部で屈曲 して、口縁部は外反する器形と推測される。外面はへラナデされるがハケ

を呈(7.5YR6/6)色調は樺色ハケ目痕が残るし、内面はへラミガキ されるが消 しきれな目痕が残る O O

/ 
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7 

する。胎士には磯 ・粗砂 ・白色粒子を含むが

きめ細かく堅轍である。覆土中からの出土で

ある。 ¥ 
3 ¥

謹形土器(7) 4 

台付整形土器の聾部破片。内外面共にへラ

ナデされるが、外面にはハケ自痕が残る� 外O

面には煤が付着する。 色調はにぶい樫色� (7.5 

YR6/4)を呈する。胎土には磯・粗砂を含

む。覆土中から出土した。

5 

5 cm土製勾玉(8 ) 

完形でソトぶりである� 最大長� 3cm・最大幅� 第14図� 33号住居跡出土造物� 10/3) O

1.6cm・ 1cm、穴径は0. 重最大径1. 3cmを測る O

量は� 4.6g。手づ くねで作られており 、表面は

丁寧にナデられている� 尾部に比べて頭部がO

やや厚めに作られている。穿子しは一方向から

行われている� 色調は樫色� (5YR6/6)を呈O

する� 胎土には粗砂・白色粒子を含む。 覆土 8O

中からの出土。� 
5cmO~ 

515号住居跡(第16図) 第15図� 33号住居跡出土造物� 20/1) 

〔位置J(D-3)G。� 

〔構造� J(平面形)隅丸長方形。 (規模)520x478cmo (主軸方位) N-120 -Wo (壁高)27-41cmを測

り、� 700 前後の角度で立ち上がる o (床面)壁際及び炉の周辺を除いて硬化面が認められた。また、貯

蔵穴の周辺は被熱のため赤化している。(炉跡)住居中央から北に偏って位置する� o60 x55cmの不整形

を呈する粘土火皿で、粘土の厚さ� 8cm前後を測る。 (柱穴)各コーナ一部の� 4本が主柱穴になろう。南

壁下の� l本は住居内側に傾斜をもって穿たれていて、梯子穴を想定させる� o (貯蔵穴)南壁下中央から

東に偏って位置する� 径42cmの円形を呈し、深さ� 24cmを測る。O

〔覆土J3層以下は不整合な堆積状態で埋め戻された感が大である� 南東コーナ一部に小砂利を含む暗O

赤褐色土が堆積する� O 

l層 耕作土。� 

2層 黒色土C10YR2/1)。ロ ーム粒子を僅かに含む。 やや軟質。� 

3層 暗褐色土� Cl OYR3/3)。ローム粒子を多く含む。ローム小ブロック を僅かに含む。 炭化物粒子

を僅かに含む。やや軟質。� 

4層 黒褐色土� (10YR3/2)。ローム粒子・ロームブロック を含む。やや硬質。� 

5層 黒褐色土� C1 0YR3/1)。ローム粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。やや軟質。� 

6層 黒褐色土C10YR3/2)。ローム粒子・ ローム小ブロッ ク・炭化物粒子を含む。 やや硬質。� 

7層 暗褐色土(10YR3/3)。ロ ーム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。 やや硬質。� 

8層 灰黄褐色土� (1 0YR4/2)。ローム粒子 ・ロー ム小ブロッ ク・炭化材小片を多く含む。焼土粒子

一� 19-



を含む。やや軟質。� 

9層 暗褐色土� (10YR3/3)。ローム粒子 ・ローム ブロック ・炭化物粒子を含む。やや硬質。� 

10層 灰黄褐色土� (1 0YR4/2)。ローム粒子を多く含む。 炭化物粒子を僅かに含む。やや硬質。� 

11層 黒褐色土� (10YR3/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。やや軟質。� 

12層 黒褐色土(10YR3/2)。ロ ーム粒子・ローム小ブロッ ク ・炭化材片を多く 含む。焼土粒子を含

む。やや軟質。� 

13層 暗褐色土(1� 0YR3/3)。ローム粒子 ・ローム小ブロック ・炭化材片 ・焼土粒子を含む。やや軟

質。� 

14層 黒褐色土� (1 0YR3/1)。 ローム粒子 ・ローム小ブロッ ク ・炭化物粒子 ・焼七粒子を含む。やや

軟質。� 

15層 黒褐色土(10YR3/1)。ロ ーム粒子 ・ロ ーム小ブロッ ク ・炭化物粒子を含む� O やや硬質。� 
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16層 黒褐色土� 00寸R2/2)。ローム粒子を含む。炭化物粒子を僅かに含む。やや硬質。� 

17層 黒褐色士� C1 0YR3/2)。ローム粒子 ・炭化材片 ・焼士粒子を含む。 やや軟質。� 

18層 黒褐色土� (1 0YR3/1)。ローム粒子 ・ローム小ブロック ・炭化材粒子 ・焼土粒子を僅かに含む。

やや軟質。� 

19属 黒褐色土� 00寸R3/2)。ローム粒子 ・ロー ム小ブロック・ 炭化材片を含む。やや軟質。� 

20層 暗赤褐色土� (5YR3/2)。焼土ブロ ック 。やや軟質。� 

21層 暗褐色土� (1 0YR3/3)。ロー ム粒子 ・炭化材片を含む。 やや軟質。� 

22層 黒褐色土� (1 0YR3/1)。ローム粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。やや硬質。� 

23層 黒褐色士� 00YR3/1)。ローム粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。やや硬質。

〔遺物〕多量の土器片を検出するが、大部分が覆土中の出土である。 また、炭化材の出土が目立つ� O

〔時期〕古墳時代前期。

〔所見〕覆土中及び床面上に焼土 ・炭化材が検出さ れ、焼失家屋の可能性がある。� 

515号住居跡出土遺物(第17・18図)

壷形土器c1~ 3) 

lは体部上半に最大径を持つ単口縁の小形土器で完形。口径� 8.5cm・底径� 6.5cm・器高� 11.5cmを浪� IJる。

中心が僅かに窪んだ底部か ら立ち上がり 、肩部が張りだす球形の体部を作出する。頭部は強く くびれて、� 

5 

O 10cm4 

第17図� 515号住居跡出土造物� 10/4) 

、� 13 
5 cm 11 

第18図� 515号住居跡出土造物� 20/3) 
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短い口縁部は直線的に外傾しながら立ちあがる器形である。口唇部は粗 く面取りされる。口唇部内外面

はヨコナデ。外面はへラミ ガ、キされるが、口縁部と体部下半にハケ目痕が残る O 内面口縁部は横方向に

粗くへラミガキさ れる 以下へラナデされるが、斑点状の剥離が顕著で不明瞭。底部は粗くへラケズリO

されるが工具痕が残る。体部上半と口縁部には黒斑がみられる O 色調はにぶい赤褐色  (5YR5/4)、黒

斑部は黒褐色 (7.5YR3/1)を呈する O 胎土には蝶・粗砂 ・軽石と思われる白色粒子を含む。東南壁際

付近床面上からの出土。 

2は体部中位に最大径を持つ単口縁の小形土器で、完形。口径 10.4cm・底径7.3cm・器高14.3cmを測る O

中心が僅かにくぼんだ平底から立ち上がり、肩球状の体部を作出する O 頭部は強くくびれて直立気味に

立ち上がり、口縁部は外反しつつ長く伸びる O 外面と口縁部内面はへラ ミガキ されるが、器面の荒れが

激しく不明瞭。内面体部はへラナデされるが工具痕が残る O 外面と内面口縁部には赤彩痕が残る O 底部

はへラナデされる O 色調は浅黄櫨色 (7.5YR8/6)、赤彩部は撞色  (5YR6/引 を呈する O 胎土には牒・

粗砂 ・白色粒子を含む。西コーナー壁際床面上より出土。 

3は体部下半以下が残存する O 現存高6.5cm。丸みを帯びた小さな底部から立ち上がり球形を呈する

と推測される体部へと至る O 外面は横方向に丁寧にへラミ ガキされる O 内面はへラ ナデされるが底部付

近に工具痕が残る O 底部外面は粗くへラケズリされる。体部外面は赤彩される。外面底部から体部下半

にかけて円形の黒斑がみられる。色調は赤彩部が赤褐色 (5YR4/6)、黒斑部が黒褐色 (5Ylt3/1)、内

面は灰褐色 (7.5YR5/2)を呈する O 胎土に は牒・組砂 ・白色粒子を含むがきめ細か く堅轍である O 覆

土中からの出土である。

高部形土器 (4)

杯底部以下が残存するが、脚裾部は欠損する。裾部へかけて末広がりに広がる器形である O 脚部中位

には 3箇所に、外慣 IJから内側へ直径1. 2cmの円窓が確認さ れる。士不部内面はへラミガキされる。脚部外

面上部には 14本の横線文が施さ れ、以下縦方向に丁寧にへラミガキが施される。 脚部内面はへラナデさ

れるが器面の荒れが激しく 不明瞭。天井部付近には絞り 目がみられる O 色調はにぷい樫色 (7.5YR7/3)

を呈する。胎土には磯・組砂 ・赤褐色粒子 ・白色粒子を含むがきめ細かく堅撒である O 覆土中より 出土

した。

謹形土器 (5 ~13) 

5は台付整形土器の護部のみ残存。口径 23cm・現存高25cmを測る。最大径を中位よりやや上部に持つ

球状の体部であ る O 頚部は強くく びれて口縁部は外反する O 口唇部外面には、柾目の板の小口部分を使

用して面取りされた後刺突された刻みが巡る。内外面共にへラナデされるが、外国と内面口禄部にはハ

ケ目痕が残る O 体部外面上半と内面下位に は、 炭化物の付着がみ られる O 色調はにぶい褐色 (7.5YR 

5/3)、脚台部内面のみ樟色 (5YR6/6)を呈する。 胎土には礁 ・粗砂・輝石を含む。南壁際付近や炉付

近の床面上、床面から 5cm浮いた状態の覆土中か らのものが接合した。住居廃絶後に、煙め戻された土

と共に廃棄されたと思われる出土状態である。 

6 ~ 8は同一個体と思われる 口縁部破片。口唇部内外面ともに柾目の板の小口部分を使用 して面取り

されている O 外面口唇部には同様の工具で左方向から押捺 した刻みが巡る O 内外面へラナデされるがハ

ケ目痕が残る。色調は褐色 (7.5YR4/3)を呈する。胎土には蝶・粗砂・ 白色細粒子 ・ 2 ~ 3 rnmの樫色

粒子を含む。 6は炉付近の床面か ら 9cm浮いた状態で出土 した。 7• 8は覆士中か らの出土。 

9は 6~ 8と同一個体と思われる頭部破片。頚部で強くく びれて口縁部は外反する器形と推測される。 
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炉内部か ら出土 した。� 

10~ 12 は肩部破片である o 10は内外面へラナ デされるが、外面には不規則なハケ 目痕が残る O 内面に

は輪積み痕がみられる O 色調はにぶい樺色� (7.5YR6/4)を呈するO 胎土には組砂・� 1 ~ 2 mmの檀色粒

子を含む。� 11・12は同一個体か。 共に内外面へラナデされるが、外面には斜位のハケ日痕が残るO 外面

には炭化物が付着する� 色調は内面が樺色� (7.5YR7/6)、外面は褐灰色� (7.5YR3/1)を呈す る。胎土O

には粗砂・ 白色細粒子 ・輝石を含む。11は住居跡中央南寄り、 床面か ら2cm浮いた状態の出土であるが、� 

12は覆土中の出土。� 

13は護部下半の破片。内外面はへラナデされるが、外面には不規則なハケ目痕が残る。内面には工具

痕が残る。色調は外国が灰褐色� (7.5YR5/2)、内面はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈するO 胎土には粗

砂 ・1~ 2mmの樺色粒子を含む。覆土中から出土し た。� 

517号住居跡(第19図)

〔位置J(D -2)。

〔構造J(平面形)隅丸長方形。(規模)320 x 220cmo (主軸方位)N -400
- E 0 (壁高) 24~45cmを測

り、700 前後の角度で立ち上がる o (床面)住居中央から東側にかけて硬化面が検出された。(炉跡)北

コ ナ一部に近い部分に位置するo 46 X43cmの楕円形を呈する地床炉で、深さ� 6cmの掘り 込みをもっ。

(柱穴)炉跡に隣接してピットが� l本検出されたが、柱穴とする のには疑問が残る。(貯蔵穴〉南東コー

ナ一部に位置する。� 45x 40cmの略楕円形を呈し、深さ� 20cmを測る。

〔覆土〕� 

l層 黒色土(10YR3/1)。ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。やや軟質。� 

2層 黒褐色士(lOYR3/2)。ローム粒子 ・ローム小ブロック ・炭化物粒子を含む。 やや軟質。� 

3層 にぶい黄褐色土(10YR4/3)。ロームブロ ック を多く含む。 やや硬質。� 

4層 黒褐色士C10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ロ ーム小ブロック・ 焼土粒子 ・炭化物粒子を

含む。やや硬質。

〔遺物〕壁際近くの� 4点(2・5・7・9)は床面上の出土。住居中央部から出土した一群の遺物は、� 
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2層上部の出土で、廃棄されたよ うな状態であ った。床面上に炭化材が検出された。

〔時期〕古墳時代前期。

〔所見〕覆土中に焼土粒子 ・炭化物粒子を含み、床面上に炭化材があるなど、焼失家屋の可能性がある� O 

517号住居跡出土遺物(第� 20・21図)


壷形土器c1~ 3 ・ 11~ 12 ・ 16)
 

lは口頭部を欠損する。底径� 9.5cm・体部最大径� 33.5cm・現存高� 29cmを測る大形の土器。突出して明

瞭に作出された底部は、やや上げ底気味である。 最大径を中位にもつ体部は、張りの強い球状を呈する。

肩部には� 4段の網目状撚糸文が施さ れる。外面は文様帯以外は縦方向にへラミガ、キされるが、僅かにハ

ケ目痕が残る。体部は文様帯以外は赤彩されるが、文様帯の内部にも僅かに赤彩痕がみられる� 内面はO

5 

I1;jil合� 

6 

100 lOcm9 

第20図� 517号住病跡出土遺物� 10/4) 
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丁寧にへラナ デされるが、体部下位に工具痕が残る O 底部外面は祖くへラ ケズ リされる。体部外面下位

には焼成時についたと思われる、 長さ 12cm・幅 10cm程度の黒斑がみられる。色調は樫色C7.5Y7/6)、

赤彩部はにぶい赤性j色 (2.5YR4/4)を呈する。 胎土には醸 ・粗砂・赤褐色粒子 ・白色粒子を含む。 住

居ほぼ中央、床面から 15cm浮いた状態で出土 した。 

2は小形で、口頭部を欠損する o J丘径8.4cm・現存高 12cmを測る O 平底で突出 した底部から、肩の張ら

ない下膨れの体部を形成する O 体部下半には一度乾燥さ せてか ら作られたと思われる僅かな稜が見られ

る。体部外面は横方向にへラミガ、キされるが、体部下半の稜以下は縦方向にへ ラミガキされる。体部中

位には消しきれないハケ目痕が残る O 内面はへラナデされるが、剥離が激しく不明瞭。底部は粗くへラ

ミカーキされる O 色調は外面がにぶい赤褐色 (5YR4/4)、内面はにぶい撞色  (5YR6/4)、黒斑部は黒褐

色 (5YR3/1)を呈する O 胎士には粗砂 ・白色粒子を含むがきめ細かく堅轍である。貯蔵穴覆土上、床

面レベルの位置か ら出土した。 

3はいわゆる瓢壷であろうか。 口縁部を欠く小形の土器で、底径  4.2cm・現存高 10.5cmを測る O 窪ん

だ底部か ら体部中位に最大径をもっ球形の体部へ至り、 頭部で屈曲する。口縁部は内湾気味に立ち上が

り、口唇部で僅かに外反する器形であることが推測される。外面は縦方向に丁寧にへラミガキ されるが、

は縦方向にへラミガキされるが、斑点状の剥離が激し く不明瞭であ1)内面口縁音O僅かにハケ 日痕が残る 

る。色調は外面が樟色 (2.5YR6/6)、内面は燈色 (5YR7/6)を呈する O 胎土には磯・粗砂 ・白色粒子

を含むが精製されきめ細かく堅徹であ る。住居ほぽ中央、床面から 25cm浮いた状態で出土 した。 

11は複合口縁部破片である O 口唇端部には LRの単節縄文が施される O 口縁部外面に は、口唇端部と

同じ原体による羽状縄文が施される O 複合口縁部下端には柾目の板の小口部分の刺突による刻みが施さ

れる O 内面はへ ラミ ガキされ、 赤彩される O 色調は外面が浅黄撞色  (7.5YR8/6)、内面赤彩部は赤褐色  

(5YR4/6)を呈する O 胎土には組砂・ 白色粒子を含む。覆土中からの出土。 

12は肩部破片。外面には  LRの単節縄文が羽状に施される O 羽状縄文帯の上下には  2条の S字状結節  

13 

12 

¥ 16 17 

15 

f 
18 

20 
5 cm 
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文が施される� 内面は横方向にへラナデされる。 色調は外面がにぶい赤褐色� (5YR5/4)、内面はにぶO

い赤褐色� (5YR4/3)を呈する� O 胎土には醸 ・組砂 ・白色粒子を含む。覆土中から出土し た。� 

16は単口縁壷の口縁部破片。口縁部が内湾気味に立ち上がる器形であ る。口唇部内外面はヨコナデ。

口唇端部は面取りされる� O 口縁部内外面はへラ ナデさ れるがノ¥ケ 目痕が残る� 住居ほぼ中央、床面から� O

15cm浮いた状態で出土。

高杯形土器� ( 4・5) 

4は完形。口径� 16.8cm・器高� 11.8cm・裾径10.8cmを測る。有稜の杯部は僅かに内湾気味ではあるが、

ほぼ直線的に広がる器形である。口唇部内面は面取りされている。 脚台部は裾部へかけて直線的に広が

る器形である。脚部中位には、 外側カ� 3ら3箇所穿孔されてお り、内面には粘土が剥がれ落ちたままになっ

ている。脚台部上半には沈線状に施された� 6本の横線文が巡る。杯部内外面は縦方向に丁寧にへラミガ

キされる。脚部外面は縦方向に丁寧にへラミガキされる� 脚部内面は横方向にへラナデされるが工具痕O

Oが残る� 裾端部内外面はヨコナデされる� O 色調は明赤褐色� (2.5YR5/6)を呈する� O 胎土には粗砂 ・白

色粒子を含むがきめ細かく堅撤である� 住居ほぼ中央、 床面から� 6cm浮いた状態で出土。O

5は口径10.7cm・器高� 8.8cm・底径6.5cmと小形で完形。脚部に比べて郎部が大きく腕形で、 台付鉢に

近い器形であるO 杯部は丸くて深い。接合部はゆるやかにく びれ、脚部は内湾しなが ら「ハ」字状に開

く。脚裾部内面には、 粘土のはみ出しがみ られる。口唇部外面は面取りされる。外面は縦方向に粗く へ

ラミガキされるが、口縁部と接合部にハケ目痕が残る� 杯部内面は、横方向に粗くへラミガキされる。O

脚部内面はへラナ デされた後、指でナデられている。口縁部内外面には、焼成時の黒斑がみられる� 色O

調は外面が赤褐色� (5YR5/6)、内面はにぶい褐色� (7.5YR5/3)を呈する� 胎土には少量の際・粗砂・O

白色粒子を含む。北東床面上か ら、部部を伏せたよう な状態で出土した。

童形土器� (6 ~15 ・ 17~20 ) 

6は台付聾形土器。脚台部を欠損する� O 口径18.5cm・現存高� 22.8cmを泊Ijる� 体部中位に最大径をもっO

球状の体部か ら頭部でく びれて、口縁部は直立気味に外傾する器形である� 口唇部外面には、 右方向かO

ら棒状工具によ り押捺さ れた刻みが巡る O 内外面へラ ナデされるが、~具痕が残る。 護部外面上半と査

部内面底部には炭化物の付着がみられる� O 脚台部外面は斑点状の剥離が顕著である� 色調は外面が明赤O

褐色� (5YR5/6)、内面が樫色� (5YR6/6)を呈する� O 胎土には牒・粗砂・樟色粒子・ 白色粒子を含む。

炉跡上床面レベルより出土。� 

7は聾部のみ残存する� O 口径9.3cm・現存高18cmを測る� 体部中位に最大径をもっ� O 球形を呈する体O

部から立ち上がり 、頭部で強くくびれて口縁部は外反する器形である� 口唇部外面には、柾目の板の小O

口部分で刺突された刻みが巡る� O 内外面はへラナ デされるが、外面には縦位、内面口縁部 ・体部下位に

は横位のハケ目痕が残る� O 色調は外面がにぶい赤褐色� (5YR5/4)、内[面が赤褐色� (5YR4/6)を呈する。

胎土には磯・ 粗砂 ・赤褐色粒子を含む。炉跡上床面レベルからの出土。� 

8は護部のみ残存。口径� 7.8cm・現存高� 18cmを測る� 最大径を体部中位にもつ球状の体部から、頭部O

で屈曲 し口縁部は外反する器形である� O 口唇部外面には柾目の板の小口部分で刺突さ れた亥� Jみが巡るI O

内外面共にへラナ デされるが、外面と 内面口縁部にはハ ケ目痕が残る� 色調は外面が明赤褐色� (5YRO

5/6)、内面は樟色� (7.5YR6/6)を呈する� 胎土には傑・粗砂・白色粒子・赤褐色粒子を含む。住居中O

央、床面から18cm浮いた状態で出土。� 

9は台付整形土器の聾部下半から脚台部にかけて遺存 してい る� O 裾部径� 11.5cm・現存高� 10.5cmを測る。

一� 26 



輩部下半は境状を呈 し、 脚台部は僅かに内湾 しながら聞く器形である。護部内外面はへラナデされるが、

外面には縦位の粗いハケ 目痕が残る O 脚台部は内外面共にへラナデされるが、外面にはハケ目痕、内面

には工具痕が残る。北側 コーナー壁際から、脚裾部を上にした状態で出土 した。 

10は台付整形土器の脚台部の 2/3のみ残存。裾部径  12cm・現存高8.5cmを測る。 裾部へかけて直線的

に広がる器形である。 脚裾端部には僅かに粘土のはみだしがみ られる O 内外面共にへラナデされるが、

外面と脚部下端には不規則なハケ目痕が残る。脚部内面上部には工具痕が残る O 色調はにぷい樺色 (7.5 

YR7/4)を呈する O 胎土には牒 ・粗砂・ 赤褐色粒子・白色粒子を含む。 1の壷の下、床面から 9cm浮

いた状態で出土 した。 

13・14は台付費形土器の口頭部破片。 口唇部外面には、やや左方向から柾目の板の小口部分で刺突さ

れた刻みが巡る O 内外面共にへラ ナデされるが、ハケ目痕が残る。 13の色調は外面が灰褐色  (7.5YR 

4/2)、内面はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する O 胎土には傑 ・粗砂・輝石 ・白色粒子を含む。 10と同

位置から出土し た。 14の色調はにぶい褐色 (7.5YR5/4)を呈する O 胎土には粗砂 ・輝石 ・白色粒子を

含む。覆土中からの出土。 

15は肩部破片 o 14と同一個体か。 内外面共にへラナデされるが、外面に は縦位のハケ目痕が残る。 

17は体部上半の破片。内外面へラナデさ れるが、不規則なハケ目痕が残る O 色調は外面が明赤褐色  

(2.5YR5/6)、内面はにぶい撞色 (7.5YR6/4)を呈する O 胎土には磯 ・粗砂 ・白色粒子を含む。中央か

ら南東寄りの床面から 26cm浮いた状態で出土。 

18・19は体部下半の破片。内外面共にへラナデされるが、不規則なハケ目痕が残る。色調は 18がにぶ

い赤褐色 (5YR5/4)、19が樺色 (5YR6/6を)を呈する O いずれ も胎土には傑・ 粗砂 ・白色粒子を含む。 

18は 1の壷と同位置から出土した。 19は中央か らやや南東寄り の床面か ら 15cm浮いた状態で出土。 

20は台付費形土器の体部下半から接合部にかけての破片。色調はにぶい檀色 (7.5YR6/4)を呈する O

胎土には傑・ 粗砂 ・白色粒子を含む。 19と同位置からの出土。 

518号住居跡(第22図)

[位置 J(C-3) G。

〔構造 J (平面形)隅丸長方形。 (規模) 370 x 320cmo (主軸方位) N -500-W o (壁高) 1l ~19cmを測

り、 700 前後の角度で立ち上がる。(床面〕 壁際及び炉跡周辺を除いてよく硬化している O 住居東側に

は幅25~35 cm 、 高 さ 3 cm前後の凸堤が弧状に構築される o (炉跡)住居中央から北に偏って位置する。 

60x 55cmの楕円形を呈 し、深さ 8cmを測る O 中央部分は厚さ 6cm前後の粘土火皿で、赤化していて非常

に硬い。(柱穴)各コーナ ーに近い 4本が主柱穴にな ろう 。凸堤にかかるピ ットは入口施設に関連しょ

うか。(貯蔵穴)凸堤と壁の聞に位置するのが通例であるが、本住居跡においては検出することができ

なかった。

〔覆土〕 堆積状態が不整合で、ロ ームフロックを多く含むなど、埋め戻された可能性が大き い。 東コー

ナ一部に、小砂利を含む暗赤褐色土が堆積する。 

1層 黒褐色土 (lOYR3/2)。ロ ームブロ ックを多く含む。 硬質。 

2層 黒褐色土(l OYR3/1)。ロ ーム粒子 ・ロ ームブロック を多く含む。 黒色粒子 ・赤色粒子を僅か 

lこ含む O 硬質。 

3層 黒褐色土ClOYR3/2)。ロー ム粒子を僅かに含む。やや硬質。 
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4層 灰黄褐色土� (10YR4/2)。ロームブロッ ク� 硬質。O

5層 黒褐色土� (1 0YR3/1)。ローム粒子を含む。硬質。� 

6層 黒褐色土(10YR3/2)。ローム粒子を多 く含む。やや硬質。� 

7層 黒褐色土� (10YR3/2)。ローム粒子を多く含む。 黒色粒子を僅かに含む。やや硬質。� 

8層 黒褐色土(10YR3/1)。 ローム粒子を含む。赤色粒子を僅かに含む。やや硬質。� 

9層 暗褐色土� (1 0YR3/3)。ロ ーム粒子を多く含む。 ロームブロ ックを含む。やや硬質。� 

10層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ローム粒子を含む。ロームブロッ クを僅かに含む。� 

11層 暗褐色士(10YR3/3)。 ローム粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。やや硬質。� 

12層 黒褐色土� (7.5YR3/1)。ローム粒子 ・ロー ム小ブロ ックを僅かに含む。� 

13層 暗褐色土� (10YR3/3)。ローム粒子を僅かに含む。 やや軟質。� 

14層 黒褐色土(lOYR3/2)。ローム粒子を含む。 ロームブロックを多く 含む。やや硬質。� 

15層 暗褐色士(10YR3/3)。ロ ーム粒子を含む。黒色粒子を僅かに含む。やや硬質。� 

16層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ローム粒子 ・ロームブロックを僅かに含む。やや硬質。� 

17層 暗褐色土(10YR3/3)。ローム粒子を含む。ローム ブロッ クを僅かに含む。やや硬質。� 

18層 暗赤褐色土� (5YR3/4)。ロ ーム粒子 ・赤色粒子 ・小砂利を僅かに含む。やや硬質。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代後期~古墳時代前期。� 

518号住居跡出土遺物(第� 23図)

1 
o 10cm 

⑮む� 第23図� 518号住居跡出土遺物� (1/4) 

.4 ~~'・

対 治討材需宗宗調

画面
2m 

第22図� 518号住居跡� 0/60) 
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壷形土器(1)� 

1は小形の口頭部岐片。 推定口径lO.4� Cll1。 頭部はゆるやかにくびれて、口縁部は外反する器形である。

外面は縦方向にヘ ラミ ガキされる� O 内面口縁部は横方向にへラミガキさ れるが、以下へラナ デさ れる。

全体に器面の荒れが激しく不明瞭。色調は樟色� (7.5YR7/6)を呈する。胎土にはす且砂を少量、樟色

粒子を多量に含む。床由上からの出土。� 

519号住居跡(第24図)

[位置J(C-4) Go

〔構造J (平面形)隅丸正方形。(規模)� 270X 265cll1o (主軸方位) N-20o-Wo (壁高) 3~9cll1を測

り700 前後の角度で立ち上がる。� (床面)住居中央に硬化面を残す。 住居南側に幅� 40cm前後、高さ� 3cm 

前後の直線上の凸堤が構築される。(炉跡)住居中央から東に偏って位置する� o 55x45cmの楕円形を呈

する地床炉で、 深さ� 4cm前後の掘り込みをもっ� o (柱穴)住居南側にピッ トが� 1本検出された。入口施

設に関係しょうか。(貯蔵穴)凸堤と壁の聞に存在するのが通例であるが、本住居跡では検出されなかっ

た。

〔覆土〕� 

1層 黒褐色 l~ (7.5YR3/1)。ロ ーム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。やや硬質。� 

2層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ロ ーム粒子 ・ロー ムブロックを含む。 炭化物粒子を僅かに含む。やや

硬質。
 

3層 黒褐色土� (1 0YR3/1)。口←ム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む。やや硬質� 0
 

4層 黒褐色土(10YR3/2)。ロ ームブロックを多く含む。 やや硬質。


〔遺物〕 覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代後期後半~古墳時代前期前半。
 

519号住居跡出土遺物(第25図)


童形土器(l~ 4) 


グ輔� F

G 
、� 

3 
5cm 

第25図� 519号住居跡出土遺物� 0/3)@(主ヨ� 

A-'手側

2"， 

副

第24図� 519号住居跡� (1/60)
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1は口頭部破片。口唇部外面には、棒状工具によりやや右側から押捺された刻みが巡る。 外而はへラ

ナデされるがハケ目痕が残る。内面は剥離が激しく不明瞭。 色調は外面が灰褐色� (7.5YR4/2)、内面は

樫色� (7.5YR6/6)を呈する。胎土には粗砂 ・白色粒子を含む。� 

2・3は体部破片。� 2は内外面共にへラナデされるが、外面縦位、 内面横位のハケ 日痕が残る。 色調

はにぷい撞色� (7.5YR6/4)を呈する� 胎土には粗砂・白色粒子を含む。� 3は内外面共にへラナデされO

るが、外面にハケ 目痕が残るO 色調は褐色� (7.5YR4/3)を呈する� 胎士には粗砂・ 白色粒子を含む。O

4は台付聾形土器の査部下半から接合部にかけての破片。内外面共にへラ ナデされるが外面には縦位

のハケ目痕が残る。色調はにぶい櫨色� (7.5YR6/4)を呈する。胎士には磯 ・粗砂を含む。

いずれも覆土中からの出土である。� 

520号住居跡(第26図)

〔位置)(8-3) G o 

〔構造〕住居跡の南及び西側は破壊されているo(平面形〉隅丸長方形。 (規模)推定350x300cmo (主

軸方位)� N - 50o ~Wo (壁高) 1~12cmを測り 、 800 前後の角度で立ち上が る。(壁溝) 遺存してい る

部分では、東 コ ーナ一部を除いて検出された。 上幅10~16cm ・下幅 5 cm前後、深さ� 1~ 4 cmを測る O

(床面)壁際及び炉の周辺を除き、硬化面を残す。(炉跡)住居中央か ら北西に偏って位置する� 径50cmO

のほほ円形を呈する地床炉で、深さ� 10cm前後の掘り込みをもっ。 (柱穴)検出されなかった。(貯蔵穴)

東側コーナ一部に位置するピットが該当しよう。30x25cmの楕円形を呈 し、深さ� 7cmを(J1JJるO

〔覆土〕堆積状態が不整合で、ロームフロックを含むなど、埋め戻された可能性がある� 部分的に焼土O

の堆積が見られる。また、東コーナ一部に小砂利を含む暗赤褐色土の堆積が見られる O 

1層 黒褐色土C10YR3/1)。ロ ーム粒子 ・ロー

ムブ ロックを僅かに含む。炭化物粒子を� ~ ----~-~ 

含む。やや硬質。� 

2層 灰黄褐色土C10YR4/2)。 ローム粒子・ 入 /
ロームブロックを多く含む。やや硬質。� 

A_  I 

3層黒褐色土C10YR3/1)。ローム粒子・ロー

ムブロックを含む。やや硬質。� 

4層 にぶい黄褐色土� (10YR4/3)。ロ ーム粒

子を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。

硬質。
 

5層 黒褐色土(10YR3/2)。ロ ーム粒子を僅� J\ ~'z. 


かに含む。やや硬質。

〔遺物〕多く はないが、貯蔵穴周辺にま とまる。

床面上に、僅かではあるが炭化材が検出された。

〔時期〕古墳時代前期。

〔所見〕焼士 ・炭化材の存在から、焼失家屋の可 隠滅
有ir性がある。 日 2刷

匝孟画面画面孟ー亘孟函� 

第26図� 520号住居跡� 0/60) 
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第27図� 520号住居跡出土造物� 10/4) 

520号住居跡出土遺物(第27・28図)
M

壷形土器(1)� 3島A
、

t
4

1は広口壷。 体部下半以下が輪積接合部で割れて欠損している。

口径20cm・現存高16cmを測る� 口縁部は折り返し口縁。頚部はゆO

るやかにくびれて、あまり張らない球状の体部に至る器形である O

口縁部内外面はヨコナデされるが横位のハケ目痕が残る。頭部外

面は縦方向にへラ ミガキ されるが、消 しきれな い縦位のハケ目痕 第28図� 520号住居跡出土造物� 20/3) 

が残る。頭部内面と体部上半は横方向にへラミガキされるが、横

位のハケ目痕が残る。体部下半は横方向にへラナデされるが工具痕が残る� 色調は檀色� (5YR6/6)をO

呈する。胎土には組砂 ・輝石を含むが、きめ細か く堅織な作りである。東コーナー寄りの床面上からの

出土。

鉢形土器(3) 

3は折り 返 し口縁部破片。内外面共にへラミガキが施されるが、口縁部外面には僅かにハケ目痕が残

るO 全面赤彩される� 色調はにぶい赤褐色� (5YR4/4)を呈する。胎土には粗砂 ・白色粒子を含む。覆O

土中からの出土である O

聾形土器(2・4・5) 

2は護部1/4程度が残存する。 推定口径19cm・現存高llcmを測る� 最大径は体部中位と口縁部で桔抗O

する。口唇部外面には柾目の板の小口で刺突された刻みが巡る� 体部あ まり張 らない球状を呈し、頭部O

でくびれて口縁部は外反する器形である。 色調は外面が櫨色� (5YR7/6)、内面が撞色� (5YR6/8)を呈

する。胎士には醗 ・粗砂 ・赤褐色粒子を含む。 東コーナー寄りの床面上からの出土。� 

4は体部破片。 内外面共にへラ ナデされるが、外面には横位のハケ目痕が残る。色調はにぶい赤褐色� 

(5YR5/4)を呈する。胎土には祖砂 ・白色粒子 ・輝石を含む。覆土中からの出土。� 

台部破片。内外面共にへラナデされるが、外面には縦位の粗いハケ目痕、内面下端には横位の11は貼5

ハケ目痕が残る。外面は灰褐色� (7.5YR4/2)、内面はにぶい赤褐色� (5YR4/4)を呈する� 胎土には粗O

砂 ・白色粒子を多く 含む。覆土中から出土した。� 

521号住居跡(第29図)

(位置J(8-3) G o 

〔構造〕住居北西側は破壊されているo (平面形)隅丸長方形になろうか。(規模)不明� x455cmo (主軸

方向)N -560 -Wo (壁高) 8 ~15 cmを測 り 、 60 0 前後の角度で立ち上がる。 (床面)住居東側に一部 
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硬化面が観察されたが、全体に軟弱である。東コーナ一部に幅� 25cm前後、 長さ� 40cm、高さ� 2cm前後の小

規模な凸堤が構築される� o (炉跡)検出さ れなかった。破壊されている部分に位置するものと思われる� O 

(柱穴)主柱穴は検出さ れなかった。大部分のピ ットは後世のものである。南東壁卜中央のピットは入

口施設に関係しょうか。(貯蔵穴)南東壁下、北東に偏って位置する� o 45 x 35cmの楕円形を呈し、深さ� 

35cmを測る O

〔覆土〕堆積状態が不整合で、ロ ーム粒子 ・ロームブロック を多 く含むなど、埋め戻された可能� J性が大

きい。� 

1層 耕作土。� 

2層 黒色土(1� 0YR2/1)。ロ ーム粒子を僅かに含む。やや軟質。� 

3層 黒色土(1� 0YR2/1)。 ローム粒子を僅かに含む。炭化材小片を多く 含む。やや軟質。� 

4層 黒褐色土� (1 0YR3/1)。ロ ーム粒子 ・ロームブ ロッ ク ・炭化物粒子を含む。

父、
へ
 

e
 

A .J.to. 

G 2mぶ� 園画面画面画面� -画面画面画面画面画
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5層 黒褐色土C10YR3/1)。ローム粒子 ・小ロー ムブロック を多く含む。炭化物粒子を僅かに含む。

やや硬質。� 

6層 黒褐色土� Cl OYR3/2)。ローム粒子 ・ローム小ブロックを含む。炭化物粒子を僅かに含む。や

や硬質。� 

7層 黒褐色土C1� 0YR3/2)。ロ ーム粒子を多 く含む。ロームブロック を僅かに含む。やや硬質。� 

8層 灰黄褐色土(1� 0YR4/2)。ロー ム粒子を多く含む。やや軟質。� 

9層 灰黄褐色土� (1 0YR4/2)。ロ ーム粒子を多く含む。ローム ブロックを僅かに含む。やや硬質。� 

10層 黒褐色土� (1 0YR3/2)。ローム粒子を多く含む。ロームブロ ック を僅かに含む。やや硬質。� 

11層 灰黄褐色土(lOYR4/2)。ローム粒子を多く含む。やや粘質。� 

12層 灰黄褐色土C1� 0YR4/2)。ロ ーム粒子を多く含む。ロ ームブロック を含む。やや硬質。� 

13層 にぶい黄褐色土� (1 0YR4/3)。ローム粒子 ・ローム小ブ ロックを多く含む。やや軟質。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土 した。

〔時期〕古墳時代前期。
 

521号住居跡出土遺物(第30・31図)


壷形土器� ( 3 ) 


3は複合口縁部破片。口縁部外面と 口唇端部には� LRの単節縄文が施される。内面は横方向に丁寧に

へラミガキが施される� O 縄文帯以外は赤彩される� 色調はにぶい櫨色� (7.5YR7/4)を呈する。赤彩部O

はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4)を呈する� 胎士は粗砂・白色粒子を少量含むが、 きめ細か く精製されてO

いる。覆土中からの出土である� O

高部形土器� (1) 

1は杯部のみ遺存する� O 口径7.4cm・現存高� 7.4cm。杯部は大きく聞き浅い椀状を呈する� O 接合部はく

びれて脚部は比較的大き く広がるもの と推測される。 郎部内外面は縦方向にへラミガキされるが、体部

上半外面には僅かにハケ目痕が残る。脚部内面の天井部はへラ ナデされる。全面赤彩されるが、器面の

摩耗が激し く不明瞭。色調はにぶい赤褐色� (2.5YR5/4) を呈する� 胎土には醗・粗砂・ 白色粒子 ・輝O

石を含むが、 きめ細かく堅徹であ る。住居南東、床面から� 4-7 cm浮いた状態で出土。

童形土器(2・4-6) 

J 
3 

4 

4静¥ 
6 

5cm 

第31図� 521号住居跡出土造物� 20/3) 
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2は口縁部から体部上半 1/2程度が遺存する O 推定口径24.5cm。球状を呈すると推測される体部から頚

部で「く」字状に屈曲し、口縁部は外反する器形である O 口唇部内面は面取りされる O 口唇部外面には、

柾目の板の小口部分をやや深めに刺突した刻みが施される。口縁部内外面はへラ ナデされるが、外面縦

位、内面横位のハケ目痕が残る O 体部内外面はへラナデされるが、外面には粗く不規則なハケ目痕、内

面には工具痕が明瞭に残る O 外面には煤が付着する O 色調は内外面とも ににぶい燈色 (7.5YR6/4)を

呈する。胎土には疎 ・組砂 ・白色粒子を含む。中央付近から南東壁際に至る広い範囲にかけての、 床面

から 3~l1 cm浮い た状態で出土。 

4は口頭部破片。頭部でくびれて口縁部は外反する器形であ る O 口唇部外面には、右方向か ら柾目の

板の小口で浅く刺突された刻みが巡る O 内外面共にへラナデされるが、不規則なハケ 目痕が残る。 色調

は櫨色 (5YR6/8)を呈する。胎土には粗砂・軽石粒子を含む。南東壁際ピ y ト脇から出土した。 

5は体部下半の破片。 2と同一個体と思われる O 内外面共にへラナデされるが、外面には不規則なハ

ケ目痕が残る。内面には工具痕がみられる O 外面には炭化物の付着がみ られる。 

6は肩部破片。内外面共にへラナデされるが、外面が縦位、内面が横位の粗 く不規則なハケ目痕が残

る。色調は檀色 (5YR6/6)を呈する O 胎土には粗砂・白色粒子を含む。覆土中からの出土。 

-34 




第� 3章概 括

( 1 )旧石器時代

旧石器時代の石器集中地点は� 2ヵ所調査され、出土層位を異にしていた。ここ ではそれぞれの石器集

中地点について簡単にまとめてみる� O 

13号石器集中地点の石器の出土層位は� W層中位から下位に集中する傾向がみ られ、礁のそれも概ね一

致する� O

石器にはナ イフ形石器 ・石核 ・景� IJ片 ・砕片があり、剥片・砕片の出土量の多さから石器製作場的な性

格が考えられる� O

出土した石器の母岩別の内訳は黒曜石� 4種 ・非黒曜石� 4種であるが、 これ らの中で大部分を占めるの

は石核 ・剥片 ・砕片からな る黒曜石� Bとした一群で、幅広 ・寸づまりの剥片を剥取する剥片剥離作業が

みてとれる� O

本石器集中地点の石器群は、 出土層位及び石核・剥片の在り ょうか ら武蔵野lI� a期に比定して大過な

いものと思われる� O

ナイフ形石器は端正な縦長剥片を素材として作られていて、 他に出土 してい る石核 ・剥片の形状と は

合致しない。また、同母岩と思われる剥片等も検出されていない点を考えあわせると、製品として持ち

込まれた可能性があ る。ある いは、 本石器の出土位置が石器集中部の外縁にあり、出土 レベルも最上位

にあ ることか ら、他の文化層の石器であ ることも考えられる� O 

14号石器集中地点、の石器は石核 ・剥片 ・砕片からなり� U層上位に集中する。主要な造物である剥片は

縦長のものが主体を占め、特に石刃状のものは透明度の高い良質の黒曜右を使用している� 武蔵野� 1cO

期に比定されよう。� 

( 2 )弥生時代後期後半~古墳時代前期前半の土器について

本調査区からは� 7軒の住居跡が検出されたが、耕作などによる撹乱で遺存状態があまり良い状況では

なかった。遺物は517号住居跡でまとまった量の出土が見られたが、全体的に遺構数に比べて遺物の量

も少量であ った。その為今回は本格的な編年と考察は稿を改めるこ ととし、本調査区出土の土器群につ

いて簡単にまとめるこ とにする。なお、出土土器の名称に関しては、聾形土器→護、 壷形土器→壷、高

士不形土器→高士不と省略して記述する。

今回出土 した土器群には、東海地方西部に系譜を求められるものが出土している� 中でも特異なのは、O

515号� 4の脚部に多条沈線文を有する山中式系統の高杯、� 517号� 3の瓢壷，� 517号� 4と521号� 1の元屋敷系

高i不であ る� O 他にも西原大塚遺跡第� 43地点において� 131号住居跡から菊川式系統の査、� 256号住居跡から

山中式系統の器台形土器なと東海地方西部系の土器が多 く出土している� (宮}II2001)。これらの土器群

は、 西原大塚遺跡における在地土器群との併行関係を明らかにすることができ る良好な資料となってい

て注目される。� 

515号� 4の高i不は残念ながら脚部のみ残存するもので詳細が不明であるが、脚部に横線文を有する事

から山中様式に系譜を持つ器種であることが推測される。� 515号� 1の単口縁査が体部中位に最大径をも

ち、頚部の屈曲が強い という特徴を示す事から、比田井氏編年の南関東古墳� I段階古相前半にとりあえ� 
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ず比定してみる。� 2の壷も体部が球状であるが赤彩されていて、大体同 じ古墳� I段階古相に位置するも

のと思われるo 515号� 5の台付護形土器は、出土状態から埋め戻された土と共に廃棄された可能性が高

く、この遺物と当住居跡との直接的な関係は不明であ る� O 頭部の屈曲度が増し、体部が球状で張りが強� 

L、器形である事から時期は古墳� I段階古相に位置づけられよう� O 

517号� 4の高杯は木更津市高部古墳� 32号墳などに類例がみ られる もので、従来の研究により赤塚氏編

年の廻間 1 - 4~II-1 段階に位置づけ られてい る (西原 2002)。一方在地系土器群である、 517号 1 の

大形壷は網目状撚糸文を有するもので、志木市地域が属する東京湾岸北部地域では古墳� I段階古相に盛

行するとされている (比田井� 2001)0 2は体部が下膨れの形態を示すため、� lの壷よりも古相を示す。� 

3の瓢査と推定される壷は底部が凹む独特な形状を示し、体部最大径が中位に位置するこ とから廻間� 5

期に相当する(赤塚� 1990)。すなわち廻間� E式� 1段階に比定さ れよう。そして� 517号の台付聾の中で一番

の新相を示す� 8の在地系台付費も、頚部「 く」字状屈曲化の進行がみ られる事から、南関東古墳� I段階

古相後半に比定さ れる� o 6• 7の台付聾は頭部の くびれが� 8よりもゆるやかである様子から� 8よりも古

相を示し、南関東古墳� I段階古相前半に比定される� O 

520号� 1は当地域ではあまり出土例がない広口壷である� O 類例と しては東松山市代正寺遺跡� 68号住居

跡などがある。頚部の屈曲度が強いことと、共伴する� 520号� 2の台付聾は頭部屈曲度が強く、体部が球

状でハケ 目痕が不規則である ことか ら南関東古墳� I段階新相に位置づけられよう� O 

521号� 1の元屋敷系高杯は 「杯部の稜が不明瞭になり椀状を呈する点は廻間� E式後半の様相に類似す

るJ(比田井2001) ことから南関東古墳� E段階に位置づけられるであろうか。� 2の台付窪は頭部が「く 」

字状に屈曲化、口唇部の刻みも形骸化 してハケ目痕も不規則であることから� 1と同時期である可能性が

高し、。

以上、本調査区における出土土器について概観してきた。次に比較的出土遺物がまとまっていた、� 515・� 

517・520・521号住居跡を中心に して時期的な変遷をみてゆ くと、� 517→515→520→521号という順番に

なると考えられ、全体的には比田井氏編年の南関東古墳 I 古 ~II 段階にほとんどの土器が該当する であ

ろう。

今回の発掘調査は本遺跡の僅かな部分にすぎなかっ たが、在来の土器群に加えて濃尾平野、伊勢湾沿

岸地域に系譜をもっ壷や高杯の出土をみるなど、 注目すべき成果を上げる ことができ た。地域聞の何ら

かの交流を示す資料と して重要であり、今後も検討を続けていきたい と思う� O 
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